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ヴェンダー・オルガンは 2 段手鍵盤とペダル、21 ストップの規模のオルガン
であった。18 世紀後半から 19 世紀にかけて、何度か修復と増築が繰り返され、
1913 年にはオッティンゲンのシュタインマイヤー社によって 3 段目の鍵盤が
新たに増設された。新教会は 1935 年にヨハン・ゼバスティアン・バッハ教会
と改名され、オルガンは 1997-1999 年に、再びシュタインマイヤー社によっ










































大オルガンの最初の記録は 1384 年である。1511 年にはブラジウス・レーマ
ンが全く新しいオルガンを製作し、その後繰り返された増築で 2 段手鍵盤と
ペダルという規模にまで再構築された。1598-1599 年にヨハン・ランゲがス




な清掃、調律と整音、1747 年には再び修復が行われた。シャイベは 1705 年
からライプツィヒの大学専属オルガン建造家として、市内のすべてのオルガ
ンの保守を担当し、ゴットフリード・ジルバーマンやザッカリス・ヒルデブラ





1707 年にゲオルグ・クリストフ・シュテルツングによって製作された 4 段手
鍵盤とペダル、58 ストップのオルガンを、2000 年にゲラルド・ヴェールが
復元したものである。小オルガンは、燕の巣オルガン 5 の様式で、1489 年に
南の壁面に設置された。1629 年から 1728 年の 100 年間で、コンペニウス、
ヒルデブラント、シャイベ他、5 人のオルガン建造家によって修復と増築が繰


















































24 mixed muses no.9
ンへの演奏旅行である。聖ソフィア教会で 1725 年 9 月と 1731 年 9 月、フ












ルガンは、1710-1714 年に新設され、3 段手鍵盤とペダル、44 ストップで、
ペトリ教会のオルガンは 1734 年に新設され、2 段手鍵盤とペダル、31 ストッ
プであった。現在、両楽器ともほぼオリジナルの形であるといわれているが、






































































































たこのオルガンは、3 段手鍵盤とペダル、27 ストップ、そのうち 11 ストッ
プがリュックポジティフという、リュックポジティフの響きに高い比重を置
いたものであった。1576 年には、ホイヤーによってペダルに 16 フィートが





























ストポジティフ 10 が増設された。1637-1641 年には、シュテルヴァーゲンに
よって 3 段手鍵盤とペダル、54 ストップへの大規模な増築が行われた。1683
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年には、ブクステフーデの希望であった 3 台のオルガンの同時演奏をかなえ
るために、リューベックのオルガン建造家ミヒャエル・ブリーゲル（生没年不

























　1705 年当時のこの 2 台のオルガンのディスポジションの中で、特筆すべき
は充実したペダルのストップである。それぞれのオルガンは、50 ストップと
54 ストップを持ち、そのうちの 15 ストップがペダルに配され、32 フィート









よそ 80 年に亘り、シェラー一族に管理された。1655 年に、フリッチェによっ
て修復されたが、1689-1693 年には、シュニットガーが既存の 25 ストップ
を用いて、新しいオルガンを製作した。その後は、修復と再構築が繰り返され、














によって 1551 年にはすでに、3 段手鍵盤とペダル、43 ストップという、当
時としては最大規模の楽器となった。1551-1552 年には、ニーホフによって
リュックポジティフが増設され、その後はシェラー一族を経て、フリッチェに
よって管理、調律が行われ、さらに 1636 年には、ブルストヴェルクに 7 つ
のストップが増設された。バッハを感嘆させたペダルのプリンツィパルとポザ
31mixed muses no.9 
ウネの 32 フィートは、シュテルヴァーゲンが 1644 ‐ 1647 年にかけて、ヨ
ハン・フリードリッヒ・ベッサー（1655 頃 -1693）とヨアヒム・リヒボーン

























ア ハ短調》BWV582 や《トッカータとフーガ ヘ長調》BWV540 といった大
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